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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 403/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  403/04     ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/12     　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｄ  403/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/14     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６５０　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年1月10日(2018.1.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学式３～９によって表される化合物からなる群から選択される有機電界発光化合
物
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【化１】

【化２】

【化３】
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【化４】

【化５】
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【化６】

【化７】

（式中、Ｘ２はＮであり；Ｙは－Ｏ－、－Ｓ－、または－Ｎ（Ｒ１５）－であり；Ｌ１は
単結合、または下記構造

【化８】

から選択されるアリーレンを表し；
　Ｒ３１およびＲ３２は独立して、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－
ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘ
プチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシルまたはヘキ
サデシルを表し；
　Ａｒ１は置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、置換
されているかもしくは置換されていない（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、または置換されてい
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るかもしくは置換されていない（Ｃ２－Ｃ３０）ヘテロアリールを表し；
　Ｒ１～Ｒ９は独立して、水素、重水素、置換されているかもしくは置換されていない（
Ｃ６－Ｃ３０）アリール、または置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ２－Ｃ
３０）ヘテロアリールを表し；
　Ｒ１５は水素、重水素、置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ３０）
アルキル、置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、また
は置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ２－Ｃ３０）ヘテロアリールを表す。
【請求項２】
　前記Ａｒ１、Ｒ１～Ｒ９及びＲ１５の各置換基が、重水素、ハロゲン、ハロゲンで置換
されているかもしくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、（Ｃ６－Ｃ３０）ア
リール、（Ｃ６－Ｃ３０）アリールで置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ２
－Ｃ３０）ヘテロアリール、５員～７員のヘテロシクロアルキル、１以上の芳香環と縮合
した５員～７員のヘテロシクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルキル、１以上の芳
香環と縮合した（Ｃ６－Ｃ３０）シクロアルキル、ＲａＲｂＲｃＳｉ－、（Ｃ２－Ｃ３０
）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル、シアノ、カルバゾリル、－ＮＲｄＲｅ、－
ＢＲｆＲｇ、－ＰＲｈＲｉ、－Ｐ（＝Ｏ）ＲｊＲｋ、（Ｃ６－Ｃ３０）アリール（Ｃ１－
Ｃ３０）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、ＲｌＴ－、Ｒ
ｍＣ（＝Ｏ）－、ＲｍＣ（＝Ｏ）Ｏ－、カルボキシル、ニトロ、およびヒドロキシルから
なる群から選択される１以上の置換基によってさらに置換されていてよく、ここでＲａ～
Ｒｌは独立して（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、または（Ｃ２－
Ｃ３０）ヘテロアリールを表し；ＴはＳまたはＯであり；並びに、Ｒｍは（Ｃ１－Ｃ３０
）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３０）アルコキシ、（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、または（Ｃ６－
Ｃ３０）アリールオキシを表す、請求項１の有機電界発光化合物。
【請求項３】
　Ａｒ１はメチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ
－ブチル、ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、
２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフルオロメチ
ル、ペルフルオロエチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフルオロブ
チル、フェニル、ビフェニル、テルフェニル、ナフチル、９，９－ジフェニルフルオレニ
ル、９，９－ジメチルフルオレニル、フルオランテニル、ピリジル、ジベンゾフラニル、
ジベンゾチオフェニルまたはＮ－フェニルカルバゾリルを表し、並びにＡｒ１のフェニル
、ビフェニル、テルフェニル、ナフチルおよびカルバゾリルは、重水素、フッ素、メチル
、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペ
ンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシ
ル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフルオロメチル、ペルフルオロ
エチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフルオロブチル、トリフェニ
ルシリル、トリメチルシリル、ジメチルフェニルシリル、ジフェニルメチルシリル、フェ
ニル、ナフチル、９，９－ジフェニルフルオレニル、９，９－ジメチルフルオレニル、フ
ェニルピリジル、カルバゾリル、フルオランテニル、ジベンゾフラニル、およびジベンゾ
チオフェニルからなる群から選択される１以上の置換基でさらに置換されていてよく；並
びに
　Ｒ１～Ｒ９は独立して、水素、重水素、フェニル、ピリジル、ジベンゾフラニル、ジベ
ンゾチオフェニル、またはカルバゾリルを表し；Ｒ１５は、水素、重水素、メチル、エチ
ル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル
、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、ｎ
－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフルオロメチル、ペルフルオロエチル
、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフルオロブチル、フェニル、ビフェ
ニル、９，９－ジフェニルフルオレニル、９，９－ジメチルフルオレニル、ナフチル、ピ
リジル、Ｎ－フェニルカルバゾリルまたはキノリルを表し、並びにＲ１５のフェニルは、
重水素、ハロゲン、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブ
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チル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オ
クチル、２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフル
オロメチル、ペルフルオロエチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフ
ルオロブチル、フェニル、およびナフチルからなる群から選択される１以上の置換基でさ
らに置換されていてよい；
請求項１の有機電界発光化合物。
【請求項４】
　下記化合物
【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】
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【化１３】
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【化１４】
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【化１５】
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【化１６】
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【化１７】
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【化１８】

【化１９】
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【化２０】

から選択される、請求項１の有機電界発光化合物。
【請求項５】
　請求項１の有機電界発光化合物を含む有機電界発光素子。
【請求項６】
　有機電界発光素子が、第１の電極；第２の電極；並びに、前記第１の電極と第２の電極
との間に設けられた１以上の有機層；を含み、前記有機層が有機電解発光化合物の１種以
上および下記化学式１０で表されるリン光ドーパントの１種以上を含む、請求項５の有機
電界発光素子：
［化学式１０］
Ｍ１Ｌ１０１Ｌ１０２Ｌ１０３

（式中、Ｍ１は周期表の第７、８、９、１０、１１、１３、１４、１５および１６族の金
属からなる群から選択され、リガンドＬ１０１、Ｌ１０２およびＬ１０３は独立して以下
の構造から選択される：
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【化２１】

　Ｒ２０１～Ｒ２０３は独立して水素、重水素、ハロゲンで置換されているかもしくは置
換されていない（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルで置換されている
かもしくは置換されていない（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、またはハロゲンを表し；
　Ｒ２０４～Ｒ２１９は独立して水素、重水素、置換されているかもしくは置換されてい
ない(Ｃ１－Ｃ３０)アルキル、置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ３
０）アルコキシ、置換されているかもしくは置換されていない(Ｃ３－Ｃ３０)シクロアル
キル、置換されているかもしくは置換されていない(Ｃ２－Ｃ３０)アルケニル、置換され
ているかもしくは置換されていない(Ｃ６－Ｃ３０)アリール、置換されているかもしくは
置換されていないモノ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルアミノ、置換されているかもしくは置換
されていないジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルアミノ、置換されているかもしくは置換されて
いないモノ(Ｃ６－Ｃ３０)アリールアミノ、置換されているかもしくは置換されていない
ジ(Ｃ６－Ｃ３０)アリールアミノ、ＳＦ５、置換されているかもしくは置換されていない
トリ(Ｃ１－Ｃ３０)アルキルシリル、置換されているかもしくは置換されていないジ(Ｃ
１－Ｃ３０)アルキル(Ｃ６－Ｃ３０)アリールシリル、置換されているかもしくは置換さ
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れていないトリ(Ｃ６－Ｃ３０)アリールシリル、シアノまたはハロゲンを表し；
　Ｒ２２０～Ｒ２２３は独立して、水素、重水素、ハロゲンで置換されているかもしくは
置換されていない（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、または（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルで置換さ
れているかもしくは置換されていない（Ｃ６－Ｃ３０）アリールを表し；
　Ｒ２２４およびＲ２２５は独立して水素、重水素、置換されているかもしくは置換され
ていない(Ｃ１－Ｃ３０)アルキル、置換されているかもしくは置換されていない(Ｃ６－
Ｃ３０)アリール、またはハロゲンを表し、あるいはＲ２２４とＲ２２５とは縮合環を有
するかもしくは有しない（Ｃ３－Ｃ１２）アルキレンまたは（Ｃ３－Ｃ１２）アルケニレ
ンによって連結されて、脂環式環および単環式もしくは多環式芳香環を形成していてよく
；
　Ｒ２２６は置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、置
換されているかもしくは置換されていない（Ｃ６－Ｃ３０）アリール、置換されているか
もしくは置換されていない(Ｃ２－Ｃ３０)ヘテロアリール、またはハロゲンを表し；
　Ｒ２２７～Ｒ２２９は独立して、水素、重水素、置換されているかもしくは置換されて
いない（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル、置換されているかもしくは置換されていない（Ｃ６－
Ｃ３０）アリール、またはハロゲンを表し；並びに
　Ｑは
【化２２】

を表し；
　Ｒ２３１～Ｒ２４２は独立して水素、重水素、ハロゲンで置換されているかもしくは置
換されていない(Ｃ１－Ｃ３０)アルキル、（Ｃ１－Ｃ３０）アルコキシ、ハロゲン、置換
されているかもしくは置換されていない(Ｃ６－Ｃ３０)アリール、シアノ、または、置換
されているかもしくは置換されていない(Ｃ３－Ｃ３０)シクロアルキルを表すか、あるい
はそれらはアルキレンもしくはアルケニレンによって隣の置換基に連結されてスピロ環も
しくは縮合環を形成していてよく、またはアルキレンもしくはアルケニレンによってＲ２

０７もしくはＲ２０８に連結されて飽和もしくは不飽和縮合環を形成してよい）。
【請求項７】
　前記リン光ドーパントが下記化合物
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【化２３】

から選択される、請求項６の有機電界発光素子。
【請求項８】
　前記有機層が電界発光層と電荷発生層とを含む請求項６の有機電界発光素子。
【請求項９】
　前記有機層が、白色光を放射するための、赤色、緑色もしくは青色光を放射する１以上
の有機電界発光層をさらに含む請求項６の有機電界発光素子。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　具体化するために、Ｘ２はＮまたはＣＨを表し；Ｙは－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｒ１１Ｒ

１２）－、または－Ｎ（Ｒ１５）－を表し；Ｌ１は単結合、または下記構造
【化１４】

から選択されるアリーレンを表し；
　Ｒ３１およびＲ３２は独立して、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－
ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘ
プチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデ
シル、トリフルオロメチル、ペルフルオロエチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプ
ロピル、ペルフルオロブチル、フェニル、ナフチル、ピリジルまたはキノリルを表し；
　Ａｒ１は水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチ
ル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オク
チル、２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフルオ
ロメチル、ペルフルオロエチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフル
オロブチル、フェニル、ビフェニル、テルフェニル、ナフチル、９，９－ジフェニルフル
オレニル、９，９－ジメチルフルオレニル、フルオランテニル、ピリジル、ジベンゾフラ
ニル、ジベンゾチオフェニルまたはＮ－フェニルカルバゾリルを表し、並びにＡｒ１のフ
ェニル、ビフェニル、テルフェニル、ナフチルおよびカルバゾリルは、重水素、フッ素、
メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、
ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチル
ヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフルオロメチル、ペルフ
ルオロエチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフルオロブチル、トリ
フェニルシリル、トリメチルシリル、ジメチルフェニルシリル、ジフェニルメチルシリル
、フェニル、ナフチル、９，９－ジフェニルフルオレニル、９，９－ジメチルフルオレニ
ル、フェニルピリジル、カルバゾリル、フルオランテニル、ジベンゾフラニル、およびジ
ベンゾチオフェニルからなる群から選択される１以上の置換基でさらに置換されていてよ
く；並びに
　Ｒ１～Ｒ９は独立して、水素、重水素、フェニル、ピリジル、ジベンゾフラニル、ジベ
ンゾチオフェニル、アミノまたはカルバゾリルを表し；Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１５は独
立して、水素、重水素、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ
－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ
－オクチル、２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリ
フルオロメチル、ペルフルオロエチル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペ
ルフルオロブチル、フェニル、ビフェニル、９，９－ジフェニルフルオレニル、９，９－
ジメチルフルオレニル、ナフチル、ピリジル、Ｎ－フェニルカルバゾリルまたはキノリル
を表し、並びにＲ１１、Ｒ１２およびＲ１５のフェニルは、重水素、ハロゲン、メチル、
エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペン
チル、ｉ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル
、ｎ－ノニル、デシル、ドデシル、ヘキサデシル、トリフルオロメチル、ペルフルオロエ
チル、トリフルオロエチル、ペルフルオロプロピル、ペルフルオロブチル、フェニル、お
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よびナフチルからなる群から選択される１以上の置換基でさらに置換されていてよく、並
びにＲ１１とＲ１２とは互いに連結されて環を形成していてよい。


	header
	written-amendment

